















の確立｣について滝川 (1992)は,子供たちが ｢ひたすら受動的 (他律的)な位相から
主体的 (自立的)な位相へと何とか変換 (changeover)していく過程｣であると述べて
いる｡ また鍍 (1984)は,その自我同一性の確立における最終的な段階を ｢他者の中で
自己が独自の存在であることを認める (自分は他人とは違う)と同時に,自己の成育史
から一貫した自分らしさの感覚 (自分は自分)を維持できる状態｣に至ることであると







人間が社会的存在である限り,稲垣 ･大塚 (1995)が指摘するように ｢自己が自己で
あるためには他者が必要｣である｡ 換言すれば,これは,自己は他者との関わりにおい






















梶原 1993etal)が指摘されていることも重視している｡ このことについて大塚 (1989)
は,問題行動を有する生徒たちが,過去 ･現在 ･未来のいずれかに気持ちを執着させる




はできない｡したがって筆者は,稲垣 (1995)の ｢寄 りそいモデル｣を支持 し,彼らへ
の支援に際しては,受容や共感といった ｢寄り添い｣と,自律のための自己省察を促す
｢寄り沿い｣の両者による働きかけが必要であると考えている｡
そこで本研究では,非行行動を有する 表1 TEEにおける ｢寄りそい｣の概念
男子中学生を対象として, ｢寄り添い｣
と ｢寄 り沿い｣を基本姿勢としている感



























































表出 (解放)を促 しつつ,受容や共感を前提とした介入 (intervention)を行うことで,



























主 訴 ;非行行動の頻発｡具体的には,学校への無断欠席 ･遅刻 ･早退｡無断外泊と深夜の俳
梱｡バイクの無免許運転｡授業妨害,教師への暴力,学校内の器物破損,校内での喫
煙など｡
家庭環境 ;祖父･父･母 ･N君 ･妹｡専業農家である｡














(4)グルーピング ;書き出されたカー ドを (+)と (-)の感情別に分類するよう促 した｡
(5)重みづけ ;過去 ･未来それぞれの (+)と (-)の領域ごとに,自分にとって感情レ
ベルの深い順に重みづけをするよう促 した｡









































































過 去 未 来
プラス J買芸誓 三宝 lは 三三三干した 21L1宝は禁 完を3I
表4 N君の感情表出分類表の例 (TEE8)
過 去 未 来
プラス 授業に批 バースケットをした l 部屋の大そうじ
つまらない 1 たのしかつた 2 たのしみ 1
部屋のそうじをした 仲間と遊んだ 部屋の模様かえ
よかつた 3 たのしかつた 5. / たのしみ 2
本を読んだ テーブルを買う
[久し振りだった 4I lたのしみ 3l
マイナス 学校をサボった 先生とけんかした 学校-行く
わるい 1 むかつく 2 つまらない 1
寝坊をした 先生に無視された 授業に出ようと思う





































なし)』,未来 (-)領域に 『勉強のこと/ (感情語なし)』が書き出された｡一方,オープ












TEE5では,カードの特徴として過去 (-)領域に 『酒を飲んだ/ (感情語なし)』,

















(+)領域に 『授業に出た/つかれた』,未来 (+)領域に 『できるだけ授業に出る/ (感
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